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Research Front Line

 

■研究最前線

現場の“感覚”を活かすスポーツ科学の研究

　小田 伸午 教授

■主観的・感覚的な真実と客観的・物理的な真実

《小田教授は、スポーツ科学や身体運動に関する研究者であると
ともに、実際のスポーツ現場でコーチとして指導し、選手の育
成に携わってきた。1983～1990年に日本ラグビー協会強化委
員、日本代表チームトレーニングコーチを、1984～1989年に
は京都大学ラグビー部コーチおよび監督を務めた。そもそも小
田教授とスポーツとのかかわりは、中学校時代に始めた陸上競
技から。中学3年のとき、三段跳びで当時の神奈川県記録を塗
り替えた。東京大学（教育学部体育学科）では、ラグビー部員と
して活躍した。しかし、京大ラグビー部の指導者としては、な
かなか成果をあげられなかった。》
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■二軸走動作＝常歩（なみあし）に注目

《小田教授は、運動の基本となる歩き方や走り方、投げ方を研究
し、二軸感覚、二軸動作に注目している。それは馬の歩き方か
らヒントを得たという。》
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頭で理解して、
感覚で実践する

■客観的な知見を自分の問題に翻訳する

《「スポーツは筋力・筋肉がすべてではない」という小田教授は、
世界のトップアスリートの動きを研究し、二軸動作や常歩など
の動作感覚を体得することの重要性を説いている。また、骨・
筋肉・関節、脳・神経など、自身の体について理解を深めるこ
とは、他人事ではなく、自分の問題につながるという。さらに、
体の中の力だけでなく、体の外にある重力を有効に使う体の動
かし方もある。》

 •

 •

《6月26日に開催された堺キャンパス祭で、小田教授はスポー
ツや身体動作に関するワークショップを開き、腕相撲を例に、
重力の働きを説明した。最後に、スポーツを学ぶ人へのメッセー
ジを─。》
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